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DEMETER衛星の電子・イオン密度および温度データを用いた地震先行電離圏擾乱
の研究
Investigation of preseismic- ionospheric disturbance observed by the DEMETERs
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地震に関連する電磁気現象として大気圏および電離圏擾乱は 1980年代後半ごろから指摘されてきた．近年では，地上
観測のみならず 2004年 6月にフランスCNESによって地震電磁気衛星DEMETERが打ち上げられ，地震に先行する夜間
VLF帯電磁波強度減少現象が統計的結果として得られている．本研究では ISLや IAPを用いて superposed epoch analysis
を行い、先行研究で指摘されている先行現象が存在するかの評価を行う。

キーワード: 地震,電離圏,衛星
Keywords: Earthquake, Ionosphere, DEMETER

1/1


